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この論文は古今の易解釈に対する思想史的観点からの研究を意図したものである｡









のうちこの二者が最も古く, 大象の後半 ･小象および蒙がこれに次ぐと判断する｡ そして著者は, 小象と









第二篇の第一章 モ前漠の易学ミにおいて, 著者は孟菩 ･京房の易学と前漢王朝における君主の呪術的性
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格一神格化一の思想との関連に注目し, 讃韓や太玄の思想もまたこの関連において解釈されるべきを指摘











第五章 も宋明の易学ミにおいて論及されているものは, 宋については張戟 ･程瞭 ･朱煮および司馬光の
潜虚, 明については来知徳である｡ 張戟の易説は自己の世界観を経書を籍りて展開し程頃の易伝は専ら人

















正面から取り上げたのは, 著者の認識の正しさを示すものである｡ そして, 著者が主夫之 ･焦楯などの易
学を精詳に紹介して評価を加え, 五経正義と宋代哲学との内面的関連性について論ずるなどほ, 易学研究
上注目すべき新しい成果というに償いする｡ きわめて広汎な資料に対する分析や解釈において避け難い多
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少の欠陥があるのは, 著者将来の努力によって補正されよう｡ よって本論文は文学博士の学位論文として
価値あるものと認める｡
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